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　沿岸海洋生態系は、人間活動の影響を受けている開放系である。表層海洋を棲息領域とするサンゴ礁は、サ

ンゴポリプの個体骨格形成、更に集団のコミュニテイ骨格形成を遂行している。地球環境規模の骨格形成成長

過程は、表層海洋でのプロトンダイナミクスと炭酸水素塩からの鉱物化が起きている。骨格形成・骨格溶解は

プロトン生成・消費に対応している。表層海洋は開放系であって大気の地球環境との相互作用を考慮しなけれ

ばならない。人間活動のない紀元前の時代から人間活動の影響を受けている時代（1950以降）を迎えた。表

層海洋酸性化による環境変動応答機構を明らかにする必要がある。その上で地球温暖化対策にも繋がる大気二

酸化炭素の物質変換対策を必要としている。
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